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■ 10月 26日（日）は山口市長選挙の投票日
■ 令和 6年度決算に基づく
　 財政の健全性を示す指標の算定結果を公表します
■ 市政トピックス
■ 県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」

420歳×山口市誕生 20周年
　 　未来を描いたあの日から今へ

9

10
12
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山
口
市

山
口
市
2020
年
の
歩
み

年
の
歩
み

1717 年

▼
県
央
部
1
市
4
町
の
合
併
に
よ
り
新
「
山
口
市
」
誕
生

 

（
写
真
①
）

▼
徳
地
地
域
の
大
原
湖
周
辺
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
に

認
定 

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設 

▼
第
21
回
国
民

文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
開
催
（
写
真
②
）

▼
「
山
口
市
民
憲
章
」
制
定 

▼
合
併
後
初
め
て
市
内
全
地

域
合
同
で
の
成
人
式
開
催
（
写
真
③
） 

▼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

開
設 

▼
西
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
初
の
プ
ロ
野
球
開
催

▼
県
立
大
学
と
包
括
的
連
携・協
力
協
定
締
結 

▼
阿
知
須
「
い

ぐ
ら
の
館
」
公
開
開
始 

▼
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
［
Ｙ
Ｃ

Ａ
Ｍ
］
が
県
内
初
の
公
共
建
築
賞
受
賞 

▼
小
郡
図
書
館
開
館

▼
山
口
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
。
市
立
公
民
館
を
「
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
幅
広
い
活
動
を
支
援 

▼
中
国
・
九
州
北
部
豪

雨
災
害
発
生 

▼
韓
国
・
昌
チ
ャ
ン
ウ
ォ
ン原
市
と
姉
妹
都
市
協
定
締
結

▼
阿
東
町
と
の
合
併
（
写
真
④
） 
▼
秋
穂
図
書
館
併
設
の
秋

穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始 
▼
や
ま
ぐ
ち
サ
ッ
カ
ー
交

流
広
場
開
場

▼
第
66
回
国
民
体
育
大
会 

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
開
催
、

第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

お
い
で
ま
せ
！
山
口
大

会
開
催
（
写
真
⑤
）

▼
「
地
福
の
ト
イ
ト
イ
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定 

▼
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
石
川
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
、
初
の

市
民
栄
誉
賞
授
与

▼
毎
週
木
曜
の
時
間
外
窓
口
業
務
開
始 

▼
阿
東
図
書
館
併
設

の
阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始 

▼
山
口
・
島
根
豪
雨

災
害
発
生

▼
平
成
25
年
豪
雨
災
害
に
よ
り
一
部
運
休
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
山

口
線
が
全
線
運
転
再
開
（
写
真
⑥
） 

▼
市
立
小
・
中
学
校
に

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
授
業
開
始 

▼
こ
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
開
始

平      成平成平成平成平成平成平成平成平成平成
1818 年1919 年2020 年2121 年2222 年2323 年2424 年2525 年2626 年

①

②

③

④

⑤

⑥

新
市
誕
生
20
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
中
学
か
ら
山
口

を
離
れ
て
い
ま
す
が
、
故
郷
の
山

口
に
帰
っ
て
く
る
と
一
番
心
が
安

ら
ぎ
ま
す
。
中
・
高
校
時
代
は
東

京
、
大
学
時
代
は
天
理
、
リ
オ
五
輪
、
東
京
五
輪
と
ど

ん
な
時
も
「
ふ
る
さ
と
」
山
口
が
変
わ
ら
ず
待
っ
て
い

て
く
れ
る
事
は
私
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
山
口
の
為
に
私
に
何
か
で
き
る
事
を
考
え
還

元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

ふ
る
さ
と
大
使
か
ら
の

新
山
口
市
誕
生
20
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
自
然

豊
か
な
山
口
市
が
大
好
き
で
す
。

20
年
前
の
２
０
０
５
年
は
私
が

平
川
小
学
校
を
卒
業
し
て
大
阪

の
中
学
校
へ
卓
球
留
学
し
た
年
で
す
。
山
口
を
離
れ

て
の
生
活
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら

応
援
し
て
頂
き
、
三
大
会
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ

ル
を
獲
得
、
市
内
で
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
て
頂
い
た

こ
と
は
一
生
の
宝
物
で
す
。

石川佳純さん廣瀬順子さん

こ
の
た
び
は
、
山
口
市
新
市
誕
生

20
周
年
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
、
高
校
生
ま
で

を
山
口
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。
当

時
は
当
た
り
前
だ
っ
た
山
口
市
の

豊
か
な
自
然
と
澄
ん
だ
空
気
は
、
大
人
に
な
っ
て
訪

れ
る
た
び
、
私
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

山
口
市
が
さ
ら
な
る
発
展
を
さ
れ
な
が
ら
、
豊
か
な

自
然
と
懐
か
し
さ
の
残
る
、
心
安
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大野将平さん

問問　
広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３ -

９
３
４ -

２
７
５
３
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▼
第
23
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
開
催
（
写
真
⑦
） 

▼
一
の
坂
川
交
通
交
流
広
場
供
用
開
始

▼
リ
オ
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
野
選
手
が
金
メ
ダ
ル
、
吉
村
選

手
が
銀
メ
ダ
ル
、
石
川
選
手
・
廣
瀬
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
。
4
選
手
へ
市

民
栄
誉
賞
授
与
、
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱 

▼
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ
ヴ
ァ

ニ
エ
ミ
市
と
観
光
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結

▼
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
「
２
０
２
４
年
に
行

く
べ
き
52
カ
所
」
選
出
（
写
真
⑫
） 

▼
廣
瀬
選
手
が
パ
リ

２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
。
市
民
栄
誉
賞
授

与
、
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱 

▼
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を

高
校
生
世
代
ま
で
拡
大

▼
長
門
峡
国
名
勝
指
定
１
０
０
周
年 

▼
道
の
駅
「
き
ら
ら

あ
じ
す
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

▼
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
開
館
20
周

年  

▼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置 

▼
阿
知
須
総
合
支
所
・
阿
知
須
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
供
用
開

始
▼
築
山
跡
史
跡
公
園
開
園 

（
写
真
⑪
） 

▼
「
３
６
０°
図

鑑
」
が
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞 

▼
徳
地
地
域
複
合
型
拠
点

施
設
供
用
開
始
・
徳
地
診
療
所
開
設

▼
市
役
所
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入 
▼
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

維
新
ホ
ー
ル
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン 

▼
山
口
ゆ
め
回
廊
博
覧
会

開
催

▼
山
口
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置 

▼
２
０
２
０

台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
台
中
で
山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま

つ
り
の
紅
ち
ょ
う
ち
ん
紹
介 

▼
市
立
小
学
校
の
教
室
で
空
調
設
備
が

供
用
開
始 

▼
史
跡
周
防
鋳
銭
司
跡
か
ら
「
承
じ
ょ
う
わ
し
ょ
う
ほ
う

和
昌
宝
」
発
見

▼
中
原
中
也
記
念
館
開
館
25
周
年 

▼
狐
の
足
あ
と
入
館
者

数
50
万
人
到
達 
▼
美
濃
ケ
浜
海
浜
広
場
オ
ー
プ
ン 

▼
市
立

中
学
校
・
幼
稚
園
の
教
室
で
空
調
設
備
が
供
用
開
始

▼
新
山
口
駅
北
口
駅
前
広
場
の
全
面
供
用
開
始 

▼
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ス
ペ
イ
ン
代
表
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン

プ
開
始
（
写
真
⑨
） 

▼
国
民
宿
舎
秋
穂
荘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

▼
山
口
ゆ
め
花
博
開
幕
（
写
真
⑩
） 

▼
十
朋
亭
維
新
館
オ
ー
プ
ン

▼
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
入
館
者
数
１
０
０
０
万
人
到
達
（
写
真
⑧
）

▼
山
口
県
央
連
携
都
市
圏
域
連
携
協
約
締
結 

▼
山
口
学
芸

大
学
・
山
口
芸
術
短
期
大
学
と
「
地
域
課
題
・
地
域
政
策
に

関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
締
結

平成平成平成平成令和令和令和令和令和令和
2727 年2828 年2929 年3030 年元元年22 年33 年44 年55 年66 年

山
口
市
ゆ
か
り
の
方
か
ら
の

海
外
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
数

年
、
子
ど
も
を
連
れ
て
帰
省
し
た
と

き
「
ハ
ッ
」
と
し
ま
し
た
。
中
央
公

園
の
眩
し
い
芝
生
へ
浸
透
し
て
い
く

中な

か

や谷
芙ふ

じ

こ

二
子
氏
の
「
霧
の
彫
刻
」
に

ふ
れ
、
柔
ら
か
な
共
生
に
向
か
っ
て

進
化
を
つ
づ
け
る
故ふ

る
さ
と郷

を
発
見
し
た

の
で
す
。
ぐ
る
り
見
わ
た
せ
ば
川
に

海
に
山
に
湯
け
む
り
に
人
に
、
な
ん

と
い
う
懐
の
深
さ
と
お
も
し
ろ
み
。

最
先
端
と
伝
統
が
融
け
あ
う
我
ら
が

ま
ち
の
「
新
市
誕
生
20
周
年
」
を
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
市
誕
生
20
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
僕
に
と
っ
て
の
山
口
市

は
、
中
心
商
店
街
に
通
っ
て
は
色
ん

な
人
と
仲
良
く
な
っ
て
そ
こ
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
街
に
根
付
い
た
り
、
街
に
絵

が
増
え
て
い
っ
た
り
、
レ
ノ
フ
ァ
の

お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
街
の
人
達
が
温
か
く
、
ア
ー
ト

に
寛
容
な
土
壌
の
あ
る
、
若
か
り
し

日
に
育
て
て
も
ら
っ
た
思
い
出
深
い

街
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
文
化
豊
か
な

山
口
市
に
発
展
し
て
い
く
事
を
祈
り

ま
す
。

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

栖
す み き

来ひかりさん

profile
山口県出身。
台湾在住の文筆家。
著書やイベントにて
台湾と山口の
結びつきを紹介。

りおたさん

profile
山口県出身。
イラストレーター。
「第二次山口市総合計画
後期基本計画」 にて
イラストを担当。

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
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て
、
新
し
く
で
き
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新

ホ
ー
ル
で
は
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ

ン
サ
ー
ト
も
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
き
ら
ら
博
記
念
公
園
で
は
大
型

野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い

て
、
身
近
な
場
所
で
楽
し
め
る
こ
と
が

増
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

道
路
等
が
整
備
さ
れ
、
自
動
車
だ

け
で
な
く
、
自
転
車
や
歩
行
者
に
と
っ

て
も
歩
き
や
す
い
ま
ち
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

私
は
大
学
の
教
育
学
部
に
進
学
し

て
い
ま
す
が
、
山
口
市
の
教
育
環
境
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
導
入
、
Ｙ
Ｃ
Ａ

Ｍ
と
の
連
携
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
な
っ
た
市
役
所
本

庁
舎
に
初
め
て
来
ま
し
た
。
私
が
住
ん

で
い
る
地
域
の
総
合
支
所
も
最
近
建
て

替
え
ら
れ
、
診
療
所
も
併
設
さ
れ
て
い

て
、
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

若
者
の
目
に
映
る

山
口
市
の
変
化

「
ず
っ
と
元
気
な
山
口
」

の
実
現

　

1010
年
前
、「
や
ま
ぐ
ち
の
み
ら
い
」
と

年
前
、「
や
ま
ぐ
ち
の
み
ら
い
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
当
時

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
当
時
1010
歳
の
子
ど

歳
の
子
ど

も
た
ち
が
、
思
い
描
く
将
来
の
ま
ち
の
姿

も
た
ち
が
、
思
い
描
く
将
来
の
ま
ち
の
姿

を
絵
に
描
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
ま
ち
に
な

を
絵
に
描
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
ま
ち
に
な

っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
か
、
ど
ん
な
ふ
う

っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
か
、
ど
ん
な
ふ
う

に
暮
ら
し
て
い
た
い
か
―
―
そ
ん
な
気
持

に
暮
ら
し
て
い
た
い
か
―
―
そ
ん
な
気
持

ち
が
、
の
び
の
び
と
表
現
さ
れ
た
絵
に
は
、

ち
が
、
の
び
の
び
と
表
現
さ
れ
た
絵
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ

子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ

て
い
ま
し
た
。（
市
報
や
ま
ぐ
ち
平
成

て
い
ま
し
た
。（
市
報
や
ま
ぐ
ち
平
成
2727

年年
1010
月月
11
日
号
に
掲
載
。
下
の

日
号
に
掲
載
。
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。）

だ
け
ま
す
。）

　

そ
れ
か
ら

　

そ
れ
か
ら
1010
年
が
経
ち
、
子
ど
も
た
ち

年
が
経
ち
、
子
ど
も
た
ち

はは
2020
歳
の
若
者
に
成
長
し
、
山
口
市
は
新

歳
の
若
者
に
成
長
し
、
山
口
市
は
新

市
誕
生
か
ら

市
誕
生
か
ら
2020
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。

迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、

　

今
回
の
特
集
で
は
、
1010
年
ぶ
り
に
集

年
ぶ
り
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
44
人
の
若
者
と
、
新

人
の
若
者
と
、
新

市
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
入
庁

市
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
入
庁
2020
年
目
の

年
目
の

職
員
が
、

職
員
が
、
1010
年
前
に
描
い
た
絵
を
振
り
返

年
前
に
描
い
た
絵
を
振
り
返

り
な
が
ら
「
現
在
の
山
口
」「
こ
れ
か
ら

り
な
が
ら
「
現
在
の
山
口
」「
こ
れ
か
ら

の
山
口
」
に
つ
い
て
、
語
り
合
い
ま
し
た
。

の
山
口
」
に
つ
い
て
、
語
り
合
い
ま
し
た
。

 

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

２
７
５
３

　

新
山
口
駅
周
辺
が
き
れ
い
に
な
っ

特集

未来を描いたあの日から今へ

20歳×山口市誕生20周年

▲写真左から斉藤さん、中田さん、金澤さん、和田さん斉藤さん、中田さん、金澤さん、和田さん
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10歳の私が描いた、やまぐちのみらい10歳の私が描いた、やまぐちのみらい

金金
かなざわかなざわ

澤澤 香香
かす みか す み

澄澄さんさん

私の家から見える、きら
らドームと田んぼがあるらドームと田んぼがある
風景が大好きで、この風風景が大好きで、この風
景を残しつつ、地域で採景を残しつつ、地域で採
れるおいしいお米や野菜れるおいしいお米や野菜
をみんなに食べて、元気をみんなに食べて、元気
になってほしいという思になってほしいという思
いで絵を描きました。いで絵を描きました。

川の水や青空がきれいな
ところが大好きです。こところが大好きです。こ
の豊かな自然は、未来にの豊かな自然は、未来に
残していきたいです。来残していきたいです。来
春から県外で就職する予春から県外で就職する予
定ですが、将来的には、定ですが、将来的には、
Ｕターンしたいという思Ｕターンしたいという思
いを持っています。いを持っています。

　

私
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
学
校
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
未

来
を
想
像
し
つ
つ
、
地
域
に
あ
る
伝
統

文
化
も
大
切
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
中
学
校
へ
進
学
後
、
コ

ロ
ナ
禍
で
一
斉
休
校
を
経
験
し
ま
し

た
。
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
、
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ

市内の小学校がネットワ
ークでつながり、タブレークでつながり、タブレ
ットで会話をしている未ットで会話をしている未
来を描きました。その一来を描きました。その一
方で、地域に根付く伝統方で、地域に根付く伝統
文化もいつまでも残して文化もいつまでも残して
いきたいという思いで絵いきたいという思いで絵
を描きました。を描きました。

幼いころ、祖父と一緒に
新山口駅で新幹線やＳＬ新山口駅で新幹線やＳＬ
やまぐち号を見るうちにやまぐち号を見るうちに
芽生えた、鉄道の設計を芽生えた、鉄道の設計を
したいという夢を県内就したいという夢を県内就
職で叶えました。現在は職で叶えました。現在は
北九州市に転勤中。北九州市に転勤中。

ン
授
業
を
受
け
た
と
き
、″
描
い
た
未

来
が
現
実
に
な
っ
て
い
る
〞
と
実
感
し

ま
し
た
。

中中
なかたな か た

田田 香香
この はこ の は

葉葉さんさん

和和
わ だわ だ

田田 空空
あき とあ き と

斗斗さんさん斉斉
さいとうさいとう

藤藤 百百
も ねも ね

音音さんさん

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
伝
統
文
化

両
方
大
事

▲小学生が作ったウェブ図鑑「360°図鑑」

▲タブレット端末を使用した授業の様子

地元のお米、地元のお米、
野菜で元気に野菜で元気に

ICTと伝統文化ICTと伝統文化
両方大事両方大事

自然がずっと自然がずっと
続きますように続きますように

考えたことが考えたことが
叶うといいな叶うといいな
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▲あぐまるやまぐち（マルシェ）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の

ニ
ュ
ー
ス
に
は
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
以
上
に
、
多
く
の
人
に
ふ

る
さ
と
山
口
市
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

え
た
こ
と
で
、
と
て
も
誇
ら
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
田
園
風
景
が
大
好
き
で
、

み
ん
な
で
農
業
を
し
て
い
る
絵
を
描
き

ま
し
た
。
で
も
、
最
近
は
耕
作
放
棄
地

を
見
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
が
絵
に
描

い
た
田
ん
ぼ
で
も
、
今
は
お
米
が
作
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
・
・
・
。

　

家
の
近
く
の
田
ん
ぼ
で
ド
ロ
ー
ン

が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
農
業
に
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
よ
う
と
、
挑
戦
す
る
農
家
さ
ん
が
い

て
、
そ
う
い
う
動
き
が
も
っ
と
広
が
っ

て
い
く
よ
う
に
、
市
の
取
り
組
み
も
支

え
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
取
り
組
み
を
知
る
と
、

ス
ー
パ
ー
や
道
の
駅
で
買
い
物
を
す
る

と
き
に
、
産
地
や
生
産
者
に
も
注
目
し

た
く
な
り
ま
し
た
。
地
元
で
作
ら
れ
た

も
の
が
も
っ
と
食
卓
に
並
ぶ
よ
う
に
な

れ
ば
、
若
い
人
も
農
業
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

▲ニューヨーク市マンハッタンで山
口祇園祭をはじめとする山口の歴史
と伝統・文化などの魅力を発信

地
元
の
お
米
、

野
菜
で
元
気
に
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ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、

　
　
　
　
　
　
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

　

今
日
は
、
私
た
ち
が
幼
い
こ
ろ
に

描
い
た
絵
を
テ
ー
マ
に
、
一
部
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ま
ち
を
良
く
し
、
未
来
を

創
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
も
大
切
に
さ
れ

な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

若
者
が
楽
し
め
る
娯
楽
施
設
が

も
っ
と
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、
駅
な
ど
の
交
通
結
節
点
を
中

心
に
も
っ
と
栄
え
て
、
そ
の
活
気
が

ま
ち
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
　

地
元
で
就
職
し
た
い
若
者
が
希
望

す
る
仕
事
が
で
き
る
環
境
が
も
っ
と

増
え
る
と
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

市
街
地
以
外
の
地
域
で
も
、
公

共
交
通
機
関
や
買
い
物
が
で
き
る
お

店
が
も
っ
と
充
実
す
る
と
い
い
で
す

ね
。
高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
、
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
が
進
む
こ
と

で
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
住
み
続

け
た
く
な
る
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
　

ま
た
、
観
光
客
な
ど
、
そ
の
地
域

の
人
以
外
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な

る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
市
内
各
地

域
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
え
る
機
会

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

本市が新市誕生 20 周年の
記念事業の一環として、発
刊の協力をした『地球の歩
き方 山口市』がいよいよ
発売！
市民参加型アンケートの声
を反映し、地元で愛される
おすすめスポットやご当地
グルメ、隠れた名所が多数
掲載されています。

山
口
の
未
来

～地域それぞれの個性を活かした
                      まちづくりのこれから～

10/4 10：00～ / 開場９：00
山口市民会館大ホール（入場無料）土

特別講演会 11:15 ～ 12:15（予定）

記念式典・特別講演会の空席状況
等の詳細は、右の二次元コードを
ご参照ください。

山口市誕生 20周年記念式典山口市誕生 20周年記念式典

講師
西村幸夫 西村幸夫 氏氏

市内の書店にて
10/9（木）発売！

10
年
前
、
当
時
10
歳
の
彼
ら
は
、
子
ど

も
ら
し
い
柔
軟
な
発
想
で
「
や
ま
ぐ
ち
の

み
ら
い
」
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

10
年
の
歳
月
を
経
て
成
長
し
た
若
者
の
目

線
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
率
直
な
思
い

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
市
誕
生
か
ら
20
年
。
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
子
育
て
・
教
育
を
は
じ
め
と
し
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
や
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
交
流
創

出
に
向
け
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
、
子

育
て
家
庭
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
湯
田
温

泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
な
ど
、
市
民
や
地
域
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
舞
台
と
な
る

社
会
基
盤
を
着
実
に
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
舞
台
を
活
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
元
気
な
活
動
を
支
え

る
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
の
活
力
を
高
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
や
文
化
を
は
じ

め
と
し
た
本
市
の
個
性
、「
山
口
ら
し
さ
」

を
伸
ば
し
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
さ
ら

に
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
も
っ
と
選

ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
、
そ
し
て
そ
の
先
の

未
来
も
、「
ず
っ
と
元
気
な
山
口
」
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
全
力
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
10
年
、

そ
し
て
そ
の
先
の

未
来
に
向
け
て
・
・
・

新市誕生 20周年記念事業新市誕生 20周年記念事業



　　　

これから4年間の市政を託す市長を選ぶ大切な選挙です。有権者のみなさんは投票に行きましょう。

※次の投票所は 19時まで
大富公民館、一貫野集会所、東鯖公民館、長浜公会堂、徳地・阿東地域のすべての投票所

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
登
録

さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
年
齢

平
成
19
年
10
月
27
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

■
居
住
条
件　

令
和
７
年
７
月
18
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
、
山
口
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
市
内
に
住

ん
で
い
る
方

封
書
で
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場

券
は
１
人
１
枚
で
す
の
で
、
各
自
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
を
忘

れ
た
場
合
や
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、

何
ら
か
の
事
情
で
届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

「
投
票
で
き
る
方
」
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
当
日
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で

の
み
投
票
で
き
ま
す
。
お
届
け
す
る
投
票
所

入
場
券
で
ご
自
分
の
投
票
所
を
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

体
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い
方
は
、
代
理

投
票
が
で
き
ま
す
。

代
理
投
票
と
は
、
投
票
す
る
人
に
代
わ
っ
て
、

補
助
者
（
投
票
所
係
員
）
が
投
票
用
紙
に
記
入
す

る
も
の
で
す
。
必
要
な
方
は
、
投
票
所
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

投
票
日
に
、
何
ら
か
の
用
務
、
病
気
、
お

産
等
の
た
め
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。（
入

場
券
が
届
い
た
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

お
住
ま
い
の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
投
票
所
入
場
券
同
封
の
チ
ラ

シ「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
で
は
、
選
挙
当
日
に
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
を
宣
誓
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
は
宣
誓
書
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
氏

名
な
ど
を
記
入
さ
れ
ま
す
と
、
投
票
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
各
ご
家
庭
の

郵
便
受
け
に
投
入
し
ま
す
。
た
だ
し
、
配
布

区
域
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
配
布
区
域
外
の

ご
家
庭
は
、
読
売
・
朝
日
・
毎
日
・
中
国
・

日
経
・
産
経
新
聞
の
各
朝
刊
へ
の
新
聞
折
り

込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
各
総
合
支

所
や
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
配
置
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
も
行
い
ま
す
。

※
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
宅
へ
郵
送
で
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

10
月
26
日
（
日
）
21
時
20
分
か
ら
、
や
ま

ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
総
合
体
育
館（
大

内
長
野
１
１
０
７
）
で
行
い
ま
す
。

選挙管理委員会事務局☎ 083-934-2877

山口市役所本庁舎（山口総合支所）、小郡・秋穂・徳地総合支所
阿知須・阿東地域交流センター 10/20（月）～ 25日（土）８時 30分～ 20時

仁保・小鯖・大内・宮野・吉敷・平川・大歳・陶・鋳銭司・
名田島・二島・嘉川・佐山地域交流センター 10/23（木）～ 25日（土）9時～ 19時

八坂・生雲分館 10/20（月）10時～ 15時
嘉年分館 10/21（火）10時～ 15時
篠生・地福分館、陶ふれあいセンター 10/22（水）10時～ 15時
ザ・ビッグ大内店 10/22（水）10時～ 19時
山口大学 10/23（木）10時～ 15時
島地分館 10/24（金）10時～ 15時
ゆめタウン山口、フジグラン山口、サンパークあじす 10/25（土）10時～ 19時
※このほか、徳地・阿東の一部地域において巡回型期日前投票所を開設します。
　詳細は市ウェブサイトや入場券同封のチラシをご確認ください。
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令和6年度決算に基づく
財政の健全性を示す指標の算定結果を公表します
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により算定した
4つの「健全化判断比率」と「資金不足比率」を公表します。

財政規模に対する一般会計等の赤字の割合です。
山口市の一般会計等は、一般会計のほか、地域下
水道特別会計、特別林野特別会計の合計です。こ
の比率が大きいほど財政運営は厳しい状態です。

収支決算は黒字（約 7億円）です。

早期健全化基準　11.26 　11.26 ％％
財政再生基準　　20.00 ％

赤字額は
ありません

財政規模に対する全会計の赤字の割合です。
全会計とは、一般会計等や水道事業、下水道事
業など全事業の合計です。この比率が大きいほ
ど財政運営は厳しい状態です。

収支決算は黒字（約 59億円）です。

早期健全化基準　16.26 16.26 ％％
財政再生基準　　30.00 ％

赤字額は
ありません

財政規模に対する１年間で支払った借入金返済額
などの割合で、３カ年の平均で比率を算出します。
この比率が大きいほど資金繰りが厳しい状態です。

比率の数値は良好です。

早期健全化基準　25.00 　25.00 ％％
財政再生基準　  35.00 ％

6.3%

事業収入を基に、独立採算を原則として経営す
る公営企業※について、資金不足額と収益とを比
較して指標化したものです。

資金不足はありません。

経営健全化基準　20.00 　20.00 ％％

資金不足は
ありません

※水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、漁業
　集落排水事業、簡易水道事業、国民宿舎事業、鋳銭司
　第二団地整備事業をいいます。

本市はすべての指標において基準を下回っており、財政の健全性が保たれています。
今後も分析を継続しながら、安定した財政運営に努めていきます。

資金不足比率が、経営健
全化基準以上となった場
合、「経営健全化計画」の
策定が義務づけられ、自
主的かつ計画的に経営健
全化を進めることとなり
ます。

4つの健全化判断比率の
指標のうち、1つでもこ
の基準以上となった場
合、「財政健全化計画」
の策定が義務づけられ、
自主的かつ計画的に財政
の早期健全化を進めるこ
ととなります。

将来負担比率を除く3つ
の健全化判断比率の指標
のうち、さらに状況が悪
化して、１つでもこの基
準以上となった場合、「財
政再生計画」の策定が義
務づけられ、国の監督を
受けながら財政の再生に
取り組むこととなります。

財政規模に対する将来市が支払う借入金返済額
などの割合です。この比率が大きいほど将来の
市の財政を圧迫することが見込まれます。

比率の数値は良好です。

早期健全化基準  350.00350.00 ％％

89.3％

●ウェブサイトでも今回の公表内容や、過去の公表などをご確認いただけます。 山口市　財政山口市　財政 検索

財政課 ☎ 083-934-2750
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び
の
訪
問
が
、
お
互
い
の
心
と
心
が
通
じ

合
う
、
両
国
の
未
来
に
向
け
た
発
展
的
な

交
流
と
な
り
、
そ
し
て
、
友
情
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
る
機
会
と
な
る
よ
う
期
待
し
て

い
る
」と
述
べ
、訪
問
団
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

朴パ
ク

眞ジ
ン
ヨ
ル烈

昌
原
市
経
済
雇
用
局
長
は
「
平

成
21
年
の
姉
妹
都
市
締
結
以
来
、
両
市
は

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
経
済
・
青
少
年
教
育

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
お
互
い
に
学

び
な
が
ら
協
力
し
て
き
た
。
今
後
も
両
市

の
堅
固
な
友
情
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
（
土
）
は
山
口
市
・
昌
原
市
姉
妹

都
市
締
結
15
周
年
記
念
小
学
生
親
善
交
流

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
両
市
民

が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合
を
通
じ
、

友
好
を
深
め
ま
し
た
。

国
際
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
５

じ
め
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
。
今

回
の
結
果
に
お
ご
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
そ
の
他
の
出
席

さ
れ
た
12
人
の
選
手
た
ち
も
、
大
会
の
感

想
や
今
後
の
目
標
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
活
躍
が
本
市
の

元
気
や
本
市
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に

励
み
な
が
ら
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
７
５

　

韓
国
・
昌
原
市
と
本
市
は
、
令
和
６
年

11
月
16
日
に
姉
妹
都
市
締
結
15
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
相
互
交
流
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
は
山
口
市
長
を
団
長
と
す
る
公
式
訪

問
団
と
山
口
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
団
の

派
遣
を
行
い
、
本
年
は
昌
原
市
訪
問
団
と

昌
原
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
団
の
皆
さ
ん

が
8
月
22
日
（
金
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま

で
本
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。　

　

22
日
（
金
）
に
開
催
し
た
、
山
口
市
・

昌
原
市
姉
妹
都
市
締
結
15
周
年
記
念
式
典

で
、
市
長
は
「
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
た

　

8
月
3
日
（
日
）
に
鹿
児
島
県
で
開
催

さ
れ
た
「
一
般
社
団
法
人 
全
日
本
少
林
寺

流
空
手
道
連
盟 

錬
心
舘 

第
53
回
全
国
空
手

道
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
少
林
寺
流

空
手
道
錬
心
舘
山
口
県
地
区
本
部
の
選
手

13
人
が
入
賞
さ
れ
、
そ
の
結
果
報
告
の
た

め
、
副
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
男
子
の
部
で
優
勝
さ
れ
た
宮
本
大

夢
選
手
は
、「
こ
の
度
の
結
果
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
い
つ
も
熱
心
に
ご

指
導
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ー
チ
や
、
共
に

練
習
を
し
て
き
た
仲
間
た
ち
、
家
族
を
は

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

チ
ャ
ン
ウ
ォ
ン

問   問   

　

9
月
１
日
（
月
）、
本
庁
舎
（
山
口
総

合
支
所
）
３
階
の
農
山
村
づ
く
り
推
進
課

内
に
、「
山
口
市
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

す
む
住
む
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

す
む
住
む
相
談
所
は
、
本
市
へ
の
移
住

等
を
考
え
ら
れ
て
い
る
方
が
よ
り
訪
問
し

や
す
く
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
た

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
移
住
に
係
る
支

援
制
度
の
案
内
や
、
住
ま
い
・
し
ご
と
・

子
育
て
等
の
相
談
対
応
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
団
体
の
情
報
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
等
を
収
集
し
、
地
域
に
関
わ
り
た
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
方
へ
の
紹
介
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。

農
山
村
づ
く
り
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
４
６
４
６

問   問   

問   問   
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れ
ま
で
に
作
ら
れ
た
俳
句
を
ま
と
め
た

「
句
集 

蒼
い
海
」
を
市
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
1
日
（
月
）
現
在
、
本
年
度
に
本

市
で
新
た
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る

方
は
87
人
で
、
１
０
１
歳
以
上
の
方
は

１
７
１
人
お
ら
れ
ま
す
。

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
３

　

本
市
で
は
、
都
市
圏
在
住
者
等
を
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
任
用
し
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
協
力
隊
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
仁
保
地
域
に
お
い
て
「
仁

保
の
農
産
加
工
技
術
を
〝
受
け
継
ぎ
〞〝
仁

保
ら
し
く
〞〝
伝
え
る
〞」
を
テ
ー
マ
に
活

動
す
る
澤
志
保
さ
ん
が
着
任
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
9
月
3
日
（
水
）
に
着
任
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
澤
さ
ん
が
着
任
さ
れ
る
仁
保

地
域
は
、
平
成
13
年
に
農
林
水
産
省
主
催

の
農
林
水
産
祭
の
む
ら
づ
く
り
部
門
で
天

皇
杯
を
受
賞
し
た
こ
と
の
あ
る
、
人
情
に

厚
く
、
優
し
さ
溢
れ
る
地
域
。
ま
た
、
来

年
は
道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
の
で
、
し
っ
か
り
活

用
い
た
だ
き
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

　

敬
老
の
日
を
前
に
、
本
年
度
１
０
０
歳

を
迎
え
ら
れ
る
方
を
代
表
し
て
、
9
月
3

日
（
水
）、
秋
穂
地
域
在
住
の
三
好
修
治

さ
ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
市
長
が
ご
自

宅
へ
お
伺
い
し
て
祝
状
と
祝
金
を
お
渡
し

し
ま
し
た
。

　

受
け
取
ら
れ
た
三
好
さ
ん
は
、「
こ
れ

ま
で
1
世
紀
と
い
う
長
い
間
元
気
に
過
ご

し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や

全
国
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
好
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、
無
理
を

し
な
い
こ
と
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ

と
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
野
菜
や
魚
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
て
、
自
分
の
身

体
は
自
分
で
大
事
に
す
る
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ご
趣
味
で
あ
る
写
真
や
俳
句

を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
三
好
さ
ん
が
こ

問   問   

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

澤
さ
ん
は
「
仁
保
地
域
は
、
日
本
の
原

風
景
が
残
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
貴

重
な
場
所
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
そ
の

よ
う
な
場
所
で
、
地
域
の
方
が
守
っ
て
き

た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
後
世
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
、
私
も
頑
張
り
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
５

　

大
内
中
学
校
3
年
生
で
山
口
Ｆ
Ｓ
Ｌ
所

属
の
柏
田
琉
依
さ
ん
が
8
月
20
日
（
水
）

に
沖
縄
県
総
合
運
動
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
「
令
和
7
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大

会　

第
52
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
」
男
子
１
０
０
ｍ
に
お
い
て
、

全
国
優
勝
さ
れ
た
た
め
、
市
長
を
表
敬
訪

問   問   

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

柏
田
さ
ん
は
「
予
選
で
は
ス
タ
ー
ト
を

失
敗
し
て
し
ま
っ
た
が
、
決
勝
で
は
そ
の

ミ
ス
を
修
正
し
、
良
い
タ
イ
ム
で
優
勝
で

き
た
。
今
後
は
、
中
学
校
日
本
記
録
の
更

新
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。
そ
し
て
、

将
来
は
世
界
で
戦
え
る
選
手
に
な
り
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
１
０
０
ｍ
を
10
秒
台
と
い
う

記
録
で
全
国
優
勝
さ
れ
、
大
変
驚
き
嬉
し

く
思
う
。
こ
の
記
録
は
、柏
田
さ
ん
の
持
っ

て
生
ま
れ
た
才
能
と
、
そ
れ
を
鍛
え
て
く

れ
た
コ
ー
チ
、
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
の

皆
さ
ん
の
力
が
合
わ
さ
っ
た
結
晶
。
こ
れ

か
ら
も
柏
田
さ
ん
を
支
え
、
応
援
し
て
く

れ
て
い
る
方
へ
の
思
い
を
胸
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
将
来
は
自
分

の
大
い
な
る
夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
」
と
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
２

問   問   
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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域 7 市町の
イベント情報

UBE URBAN 
SPORTS FES 2025

スマイル・ハロウィン
さんようおのだ 2025

山陽
小野田 宇部 エリアフ・インバル指揮＆

台北市立交響楽団　防府公演防府

世界の巨匠エリアフ・イン
バルがアジアを代表する
オーケストラ台北市立交響
楽団と共に、渾身のマーラー
交響曲第 5 番を演奏します。
日時　10 月 12 日（日）16 時開演
場所   三友サルビアホール（緑町 1-9-1）
料金   全席指定　S 席 8,000 円、A 席

7,000 円、B 席 3,000 円（アスピラー
ト、三友サルビアホール、チケット
ぴあ、ローソンチケット他にて販売）
※未就学児入場不可

問 音楽のまち防府実行委員会事務局
（防府市文化振興課内）

　☎ 0835-25-2551

今年生まれ変わった恩田ス
ポーツパークで熱狂体験！
スケートボードとブレイキ
ンの大会を無料で観戦でき
ます。他にもアーバンスポーツ体験
会や、もちまき、キッチンカーなど
楽しいイベントが盛りだくさん。こ
の機会にアーバンスポーツの新たな
魅力を発見しましょう。
日時   10 月 13 日（月・祝）10 時開始
場所   恩田スポーツパーク（恩田町 4）
問 宇部市スポーツ振興課
　☎ 0836-34-8628

山陽小野田市のイメージカ
ラー「オレンジ」からハロウィ
ンに着目し、官民一体で市の
魅力を PR するイベントです。

パプアニューギニアは今年、独
立 50 年を迎えました。かつて、
この国のラバウルは、太平洋戦
争で山本五十六連合艦隊総司令
長官が戦死した悲劇の地でもあります。
その地へ桑原氏が 1970 年代末から訪問
し撮影・記録した写真を展示します。
期間　10 月 17 日（金）～令和 8 年 
   1 月 14 日（水）
料金　大人300円、中・高校生150円、

小学生 100 円
問所  桑原史成写真美術館（後田 71-2）

　☎ 0856-72-3171

萩駅・東萩駅開業 100 年記念
企画展「萩に鉄道がやってきた！
- 鉄路でつながるニッポン -」

古地図を片手に、まちを歩こう‼ 1970 年代の現地を伝える
パプアニューギニア美祢 萩 津和野

萩駅・東萩駅は大正 14 年に
開業しました。当時、萩に初
めてやってきた鉄道が、遠く
離れた町とのヒト・モノの交
流を支えてきた歴史を振り返るとと
もに、萩出身で「鉄道の父」と称さ
れる井上勝の事績も紹介します。
期間　10 月 4 日（土）～ 12 月 7 日（日）
料金　大人 520 円、高校・大学生

310 円、小・中学生 100 円
問所  萩博物館（堀内 355）

　☎ 0838-25-6447

赤間関街道中道筋の秋芳地区
は、弥生時代や中世の遺跡が
残り、大内義隆逃避伝説や大
田絵堂戦の舞台にもなりまし

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

10 月 19 日（日）の「スマイル・ハロウィ
ンパーティー」には、マイメロディー
とクロミがやってくる？！
期間　10 月 1 日（水）～ 31 日（金）
場所　おのだサンパーク（中川 6-4-1）

ほか市内各地
問 スタジオ・スマイル事務局（山陽

小野田市シティセールス課内）
   ☎ 0836-82-1241

た。本街道は比較的旧街道の姿を残し
ており、歴史の息吹が感じられます！
日時　10 月 4 日、11 月 1 日、22 日、 
    29 日（いずれも土曜日）9:30 開始
場所　秋芳洞第４駐車場（秋芳町秋吉）
料金　1,500 円
問 美祢市観光協会
  ☎ 0837-62-0115
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現
在
、
10
月
１
日
（
水
）
を

期
日
と
し
て
、
国
勢
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
回
答
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
10
月
8
日

（
水
）
ま
で
に
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
ま
だ
調
査
書

類
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
世

帯
は
、
お
手
数
で
す
が
デ
ジ
タ

ル
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
調
査
書
類
配
布
時
に
不
在
で

あ
っ
た
場
合
は
、
ポ
ス
ト
に

投
函
し
て
い
ま
す
。

▼
回
答
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ご
回

答
い
た
だ
く
か
、
直
接
調
査
票

に
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
に
よ
る
郵
送
提
出
、
ま
た

は
調
査
員
に
ご
提
出
い
た
だ
く

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

回
答
漏
れ
や
記
入
ミ
ス
の
防

止
に
つ
な
が
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
方
法
を
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
調
査
員
が

配
布
す
る
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
依
頼
書
』
の
案
内
に
沿
っ
て
回

答
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。

問問 

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
４
８

令和 7 年国勢調査にご回答ください

ア
ク
セ
ス
す
る

１
　

ご
自
宅
に
調
査
書
類
が
届
い
た
ら
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
依
頼
書
」
オ
モ
テ
面
の

ロ
グ
イ
ン
用
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
、
回
答
サ
イ
ト
「
国
勢
調
査
オ
ン
ラ
イ
ン
」

に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

ロ
グ
イ
ン
す
る

２
回
答
す
る

３
　

ロ
グ
イ
ン
用
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

た
場
合
は
、
あ
な
た
の
世
帯
の
ロ
グ
イ
ン

I
D
と
ア
ク
セ
ス
キ
ー
が
自
動
入
力
さ
れ
た

状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
ロ
グ
イ

ン
し
ま
す
。

　

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
ら
ず
「
国
勢
調

査
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
依
頼
書
」
に
記
載

の
ロ
グ
イ
ン
I
D
と
ア
ク
セ
ス
キ
ー
の
入

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
回
答
し
ま
す
。
回

答
デ
ー
タ
保
護
の
た
め
、
入
力
完
了
後
表
示

さ
れ
る
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
画
面
で
必
ず
パ
ス

ワ
ー
ド
を
設
定
し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

・いつでもどこでも 24
時間アクセス可能！

・不正アクセス防止対策
が行われているため
安心！

・10 月 8 日までに回答
いただいた世帯には
調査員の訪問なし！

インターネット回答インターネット回答
３つのメリット３つのメリット

ス
マ
ホ
か
ら
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

ス
マ
ホ
か
ら
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

か
ん
た
ん
ロ
グ
イ
ン
！

か
ん
た
ん
ロ
グ
イ
ン
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
か
ん
た
ん
３
ス
テ
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
か
ん
た
ん
３
ス
テ
ッ
プ

　本市では、マイカーを使った移動から、公共交通や自転車といった環境にや
さしい移動手段に転換するきっかけづくりとして、「山口市民公共交通週間」
を設けています。今年度は 10 月 27 日（月）から 11 月 2 日（日）を公共交通
週間とし、その期間中は下の「バス半額券」が使用できます。
　ぜひこの機会に公共交通をご利用ください！　  交通政策課☎083-934-2729

利用できるバス会社 使用方法

10 月 27 日（月）～ 11 月 2 日（日）は

山口市民 公共交通週間

バス半額券についてバス半額券について 　　11 月 2 日（日）に中央公園で
「オーガニック＆ナチュラルライフ　オーガニック＆ナチュラルライフ　
ガーデンフェアガーデンフェア」を開催します！
　当日、公共交通を利用して来場
すると、抽選会に参加できます！
①公共交通を利用
  【鉄道利用時】会場最寄り駅（JR
　山口駅、JR 湯田温泉駅）で抽選
　券をとる。
  【路線バス利用時】抽選会場で、
　路線バス利用の旨、申し出る。
  【タクシー利用時】領収書をもらう。
②会場内の抽選会に参加
　【実施時間】9:00 ～ 15:00
ぜひ、公共交通でご来場ください！

①下にあるバス半額券を切り取ります。
②バスから降りる際に半額券を運転士に

提示して、整理券と半額券と大人運賃
の半額の現金を運賃箱に入れます。

防長交通、JR バス中国、
宇部市交通局、
山口市コミュニティバス、
徳地生活バス、阿東生活バス

問問



市政情報を「山口市
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バス半額券は、「オーガニック
＆ナチュラルライフガーデン 
フェア」のチラシにも付いてい
ます。また、各地域交流センター
でも配布しています。

10/1（水）～ 12/22（月）

イベントカレンダー10
月

大村益次郎生誕 200 年記念　
益次郎をめぐる人々

本市出身 ・ 近代的兵制の基礎
を築いた大村益次郎。 益次郎
の生涯を、 人生の節目に交流
のあった人々との関係を切り口
に紹介します。

10/8（水）
　　～令和 8 年 2/15（日）

テーマ展示 「郵便で御免下さい
――中原中也の手紙」

本展では、 友人や母 ・ フクに宛
てた手紙をもとに、 手紙から見
えてくる中也の意外な一面と、
「手紙」 の面白さを紹介します。

所所 中原中也記念館問問

☎ 083-932-6430

所所 十朋亭維新館問問

☎ 083-902-1688

同時に益次郎ゆかりのスポット
を巡る関連イベント、 「めぐろう
ますじろう～大村益次郎ゆかり
の地フォトラリー～」 も開催。

企画展Ⅱ 「中也、 この一篇――
「汚れつちまつた悲しみに……」」

本展では、 中原中也の詩に用
いられている技法や詩の背景
など、 さまざまな角度から作
品を読み解きます。

10/8（水）
　　～令和 8 年 4/19（日）

所所 中原中也記念館問問

☎ 083-932-6430

10/17（金）～ 19（日）
YCAM オープンラボ 2025
自然を切り離して問題が解決で
きるでしょうか

ワークショップやカンファレンス
を通じて、 YCAM の研究開発
活動を体験しながら、 今日にお
けるアートセンターの役割を捉
え直す複合型のイベントです。

10/19（日）
れきみんファミリーデー

所所 歴史民俗資料館問問

☎ 083-924-7001

子ども向けギャラリートークや
昔の暮らしを体験できます。

山 口 情 報 芸 術 セ ン タ ー
[YCAM]

所所 問問

☎ 083-901-2222

※一時中断していたテーマ展示を

　 10 月 8 日 （水） から再開します。

  　

平
成
17
年
の
新
市
誕
生
か
ら
20
年
の
節

目
を
迎
え
、
今
回
の
市
報
で
は
、
今
か
ら

ち
ょ
う
ど
10
年
前
に
、「
や
ま
ぐ
ち
の
み
ら
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
絵
を
描
い
て
い
た
だ
い
た
、

本
市
と
同
級
生
と
も
い
え
る
20
歳
の
皆
さ
ん

に
、
現
在
や
こ
れ
か
ら
の
山
口
につい
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
た
く
ま
し

く
成
長
さ
れ
、
しっ
か
り
と
自
分
の
意
見
を

述
べ
ら
れ
る
こ
と
を
と
て
も
頼
も
し
く
思
い
、

私
も
改
め
て
、
こ
う
し
た
若
者
や
子
ど
も
た

ち
が
暮
ら
す
本
市
の
未
来
を
見
据
え
、
ま

ち
を
築
い
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
は
、

市
職
員
と
し
て
、

ま
た
市
長
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
笑
顔
で

生
き
生
き
と
過
ご
さ
れ
て
い
る
姿
に
触
れ
る

こ
と
が
、
何
よ
り
の
励
み
と
なって
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
に
は
、
山
口
市
民
会
館
に
お
い

て
20
周
年
の
記
念
式
典
や
本
市
の
20
年
間

の
あ
ゆ
み
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を

行
い
ま
す
。
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
市
の

道
の
り
を
ゆっ
く
り
と
振
り
返
り
、
本
市
の

こ
れ
か
ら
につい
て
も
想
い
を
巡
ら
せ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
長

新
市
誕
生
20
周
年
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